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ヒマラヤ山系に棲むネコ科動物、ユキヒョウ
　ネコ科動物は、オセアニアおよび南極大陸を除
く世界に広く分布している動物種である。その中
でユキヒョウ（Panthera uncia）は、最も高山に適
応したネコ科動物である。ユキヒョウは、ヒマラ
ヤ山系のある 12か国に推定 4,000から 6,500頭の
個体が生息していると考えられており、IUCNの
レッドリストでは絶滅危惧種に指定されてい
る 1）。遺伝子解析によってユキヒョウは Panthera
属に分類されており、トラ（P. tigris）、ヒョウ（P. 
parduss）、ライオン（P. leo）、およびジャガー（P. 
onca）と同属である。しかしながら、その分類体
系には諸説あり、最も近縁な種については結論に
至っていない 2~5）。そのため、高山に生息するに
至った進化過程は未だ謎のままである。
　ユキヒョウは、他の大型ネコ科動物と異なり「咆
哮」ができない 7）。その一方で、近距離での他個
体とのコミュニケーションに「鼻ならし（鼻孔を
通して空気を噴射し、短い音を鳴らす行動）」を
用いている。鼻ならしはトラでは報告されている
が、他の Panthera属の動物では観察されていな
い 4,6）。また、ユキヒョウは小型のネコ科動物の
ように、餌を食べるときはかがんだ姿勢で食べる
ことが多い 8）。その理由は不明であるが、彼らは
岩場を駆け巡るために、他のネコ科動物よりも前
肢が短く後肢が長いため、形態的特徴が関係して
いるのかもしれない。ユキヒョウは、人が足を踏
み入れるのも困難な高い場所に生息しているた
め、その姿を目撃することは難しく「幻の動物」
と言われることがあるが、このように学術的にも
謎の多い動物なのである。
　そんなユキヒョウは、家畜を襲う動物として害
獣扱いされている地域があり、個体数減少の大き
な要因となっている。家畜を襲う理由に気候変動

などにより生態系が不安定になっていることが挙
げられているが、その原因は明確にはわかってい
ない。我々はユキヒョウと人の軋轢問題の解決を
目指し、モンゴルおよびインドの生息地で予備調
査を実施してきた。大草原が広がるモンゴルと、
急峻な山岳地帯のインドでは、その地形や文化の
違いから人とユキヒョウの関わり方の違いを垣間
見ることができた。今回、それぞれの予備調査で
得た見解について、特に人とユキヒョウの軋轢問
題に焦点を当てて記したいと思う。

モンゴルにおける人とユキヒョウの関係
　モンゴルは、遊牧民が暮らすことでよく知られ
ている国である。遊牧民と聞くと、見渡す限り広
い大草原の景色を思い浮かべる人が多いかもしれ
ない。モンゴルにおけるユキヒョウの生息数（推
定 500から 1,000頭）は、12か国の中で中国（推
定 2,000から 2,500頭）に次いで多いとされてい
る 1）。急峻な岩山で狩りをするユキヒョウのイ
メージからすると、モンゴルにユキヒョウがたく
さん生息しているという事実は、想像し難いかも
しれない。
　私たちが予備調査で向かったウブルハンガイ県
にあるバガボグド山もそのような乾燥した草原地
帯にある小さな雪山であり、標高が 3,600m、隆
起部は 1,725mの山である。この山の近辺にもた
くさんの遊牧民が暮らしており、ヤギやヒツジ、
ラクダといった家畜によって生活を営んでいる

（写真 1）。そんな彼らの家畜は、ユキヒョウに狙
われ、多くの被害にあっている。そのため、遊牧
民に害獣として扱われ、ユキヒョウが殺されてい
るケースが多々ある。また、遊牧民だけでなく、
ユキヒョウの毛皮を狙った密猟も多く、その多く
はモンゴルが国境を接しているロシアや中国へと
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密輸されていると考えられている 9）。
　遊牧民には「遊牧知」という経験知があり 10）、
草原環境の保全および気候変動を緩和するための
知恵がある。そのため、これまでの遊牧民の暮ら
しは、気象や草原状況に合わせて家畜種やその数
を変え、気候変動による被害を回避できるようコ
ントロールしてきたが、近年はその状況が大きく
変わってきている。それは、カシミア増産による
遊牧民の増加や、大きな被害をもたらした寒害（ゾ
ド）による影響である。モンゴルは、ソ連崩壊に
よって私有財産化と市場経済化が進み、カシミア
の増産が始まった。それにより、遊牧は過放牧の
状態となり、もともと乾燥した不毛地帯であるモ
ンゴルの草地は荒廃が進み、地域によっては自然
環境との調和が保てなくなってきている 11）。また、
それに相まって、天然ガスのパイプラインの設置
や、中国国境まで続く鉱物輸出のための高速道路
の開通により、野生動物の生息地の分断化が起
こっている。このように、さまざまな要因によっ
て今までになく生態系は不安定な状態に苛まれて
おり、「遊牧知」だけでは気候変動を緩和できな
くなっている。モンゴルにおけるユキヒョウの個
体数減少は、温暖化や寒害、砂漠化といった気象
条件（自然要因）だけでなく、政策、社会体制、
経済などの人的要因も複合的に絡み合っているた
め、解決策を見出すには大変難しい問題である。
　さて、その小さい山であるバガボグド山におい
て、私たちは NGOの Irbis Mongolia Center（irbis
とはモンゴル語で言う「ユキヒョウ」である）の
代表者 Bariushaa Munkhtsog博士（モンゴル科学
アカデミーにも所属）と共に赤外線カメラトラッ
プによる個体数調査を実施した。その結果、設置
したいくつかのカメラにユキヒョウが撮影され、
ユキヒョウは棲んでいないと考えられていたこの
小さな山にも、ユキヒョウが生息していることが
実証された。また、1台のカメラに複数頭のユキ
ヒョウが撮影されていたことから、彼らの行動圏
は重複していることも分かった。さらに、まだ数
カ月齢の仔どものユキヒョウもカメラはとらえて
おり、バガボグド山が繁殖の場所としても有用な
山であることが判明した（写真 2）。バガボグド
山のように、モンゴルにはまだユキヒョウについ
て未調査の地域が数多く残されている。近年、急
激な都市化が進んでいる国ではあるが、モンゴル

は多くのユキヒョウが生息する国であり、自然と
の共存について経験知を持った国でもある。ユキ
ヒョウの研究を通して、今後のモンゴルの動向も
追っていくことができればと思う。

インドにおける人とユキヒョウの関係
　モンゴルよりも増して、「インド」と聞いてユ
キヒョウを連想できる人は少ないかもしれない。
インドといえば、今年（2016年）の夏に気温が
最高 51℃にまで上昇し、多くの人が命を落とし
たことは記憶に新しい。そのような国で、雪山に
棲むユキヒョウが生息しているというのは想像し
難いだろう。しかし、インドはモンゴルに次いで
ユキヒョウの生息数が多い国なのである（推定
200から 600頭）1）。しかも、インドの北部の寒
冷な地域にしかユキヒョウは生息しないため、生
息域（126,842km2）がモンゴルに比べて小さいに
も関わらず、その生息数はかなり多く、個体数密
度が高いものと考えられている 12）。
　私たちが予備調査で向かったラダック地方

（ジャンムー・カシミール州東部）は、夏はトレッ
キング目的で日本や欧米などから多くの観光客を
集める場所として有名である。しかし、空港のあ
るレーの町は標高が 3,650mと、高度に順応して
いない観光客が降り立つには大変辛い場所であ
り、10人に 1人は高山病で病院に搬送されると
いう。
　ラダックはモンゴルとは違い、急峻な山々が立
ち並ぶ地域である。山の谷間にはインダス川が流
れており、川沿いに人々は村を作り生活をしてい
る。その家々の横には急峻な岩山が聳え立ち、ア
イベックス（Capra sibirica）、ブルーシープ（バー
ラ ル ）（Pseudois nayaur）、 ア ル ガ リ（Ovis 
ammon）、ウリアル（O. orientalis）といった偶蹄
類や、マーモット、ノウサギ、ナキウサギといっ
た齧歯類が数多くみられる（写真 3）。標高の高
い不毛な地帯であるわりには、比較的多くの動物
が生息しており、ユキヒョウの密度が高いことに
納得させられる。しかし、ユキヒョウの狩りの場
である急峻な岩山と、その谷間で家畜と共に暮ら
す人々の生活空間が密に接しているため、ここラ
ダックは、モンゴルよりもユキヒョウと人の居住
空間が近く、家畜被害が多いことが問題とされて
いる 13）。
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写真 1	 遊牧をする青年と家畜たち。背景に見える雪
山はバガボグド山

写真 4	 民家の裏にある岩山の上から、こちらを見下
ろしているユキヒョウ

写真 2	 バガボグド山にて赤外線カメラがとらえたユ
キヒョウの親仔

写真 5　岩山で体を伸ばすユキヒョウ

写真 3　民家の裏の崖でくつろぐアイベックスの群れ

写真 6　夜間にユキヒョウに襲われた民家の犬（a）および翌朝の様子（b）
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　実際に、私たちがレーの空港に到着した日に、
ゲイクという村で犬と家畜の牛がユキヒョウに襲
われたとの情報が共同研究団体である NGOの
Snow Leopard Conservancy India Trust（SLC-IT）の
もとに入った。ゲイクを訪れると、家畜を襲った
ユキヒョウは犬の死骸を岩山に運び、くつろいだ
様子でこちらを見下ろしていた（写真 4）。緊張
感をもって観察する私たちの様子とは裏腹に、ユ
キヒョウは伸びをして、あくびをし、大変落ち着
いた様子だった（写真 5）。世界でユキヒョウは「幻
の動物」と言われており、ユキヒョウ研究者でも
滅多に遭遇できない動物である。しかし、ここラ
ダックでは、ユキヒョウの目撃情報が多く、この
ように村人が SLC-ITに連絡してユキヒョウの対
処をお願いしている。この日のユキヒョウは民家
に近寄ってくるわけでもなく、日中は岩の上で穏
やかに過ごしていた。しかし、夜になるとユキヒョ
ウは突如動き出した。それは、私たちが夕食をとっ
て油断している時だった。夕食をとっていた部屋
のすぐ外で飼われている犬をユキヒョウは襲いに
来たのである（写真 6）。まさか人が起きている
時間帯に狩りに来るとは誰も予想していなかっ
た。私たちがユキヒョウをライトで照らすと、ユ
キヒョウは犬や私たちを襲うことなく、すぐさま
駆けるようにして去っていった。ユキヒョウが人
を襲った報告は過去に 2例しかなく 14）、大型ネコ
科動物の中では比較的人を襲うことが少ない動物
である 15）。それだけ、ユキヒョウは人を警戒して
いると考えられる。しかしこの夜、ユキヒョウは
合計 4回にわたって、犬を襲いに民家にやってき
た。身の危険を冒してまで犬を襲いに来たユキ
ヒョウ。この翌日、近隣の民家でも別のユキヒョ
ウが家畜を襲いに来たとの報告があった。まだ因
果関係は明確ではないが、気候変動によってユキ
ヒョウの生息地は減少し、それに伴って家畜の被
害が増えているといわれている。なぜ、彼らが家
畜を襲いに来るのか、原因の究明が必要である。
また、家畜を襲いに来る時期は 2 － 4月に集中す
ることが報告されている 16）。2 － 4月はユキヒョ
ウの繁殖期（特に妊娠期）と重なるため、雌の生
理状態の変化に伴う餌要求量の増加が家畜被害数
の増加に関連しているのではないかと我々は予想
している。また、私たちが事前に行った村民から
の聞き取り調査において、10 － 11月にも家畜被

害が集中することがわかった（未発表）。このよ
うに、家畜被害に顕著な季節性があり、加えて、
ユキヒョウの餌生物（哺乳類など）は、渡りや冬
眠によって季節的に移動・減少することから 17）、
ユキヒョウは繁殖による生理的な影響と餌生物の
季節的な減少による影響で家畜を襲いやすくなる
と私たちは仮説を立てている。これまで、家畜を
襲うユキヒョウの生理状態や雌雄の違い、ユキ
ヒョウの食性と餌生物数の季節変化の関係を調べ
た研究例はない。今回の予備調査を踏まえて、今
後はこれらの仮説検証を行っていきたいと考えて
いる。
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Summary
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    Snow leopard (Panthera uncia) is a big cat species well adapted to life at high altitudes in the 

Himalayan Mountains. They have some unique characteristics which are not common among other big 

cat species, such as, they cannot roar unlike other big cats, but they make a prusten call (the short sound 

of air expelled through the nostrils) like tigers. They are categorized as “Endangered” in IUCN Red List 

of Threatened Species. One of their main problems is that herders kill snow leopards because they prey 

on livestock. For preliminary research on snow leopards, we visited their natural habitat in the Baga Bogd 

Mountains in south Mongolia and Ladakh in India. Here we discuss the conflicts and relationships between 

humans and snow leopards in these two countries.

    Mongolia is the next largest snow leopard habitat after China. In southern Mongolia, nomadic people 

have long lived in harmony with nature by traditional ecological knowledge. However, recently the 

number of nomadic people have increased production of cashmere sheep since they were allowed private 

property rights after the dissolution of the Soviet Union. This caused excessive pasturing and the expansion 

of dry areas. Also, environmental destruction is caused by the development of mining and transportation 

infrastructure. We used camera traps to survey snow leopards in Baga Bogd mountain, southern Mongolia. 

Although Baga Bogd Mountain is a relatively small mountain, we could take photos of snow leopards; 

including cubs. From these pictures, we found that their territories overlapped and this mountain can be a 

important breeding ground for snow leopards. In this country, there remain many areas that have not been 

surveyed for snow leopards yet. Although Mongolia has urbanized rapidly, this country has a large number 

of snow leopards. We hope the natural nomadic culture will support the coexistence of humans and snow 

leopards in the future.

    Ladakh has conflict between humans and snow leopards as well. Unlike the nomadic people in southern 

Mongolia, people in Ladakh lives in steep mountain valleys largely overlapping with the habitat of 

snow leopards. Therefore it could stimulate livestock depredation by snow leopards. Indeed, we have 

encountered livestock depredation by snow leopard at the village in Ladakh in April 2016. Moreover, it is 

reported that livestock depredation increases from February to April. It may be related to the fact in this 
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season, many female snow leopards become pregnant, and thus it may increase their energy demand. Also, 

other prey species density in this season may decrease due to the hibernation and migration, and thus it 

may increase livestock predation rate. Based on this we hypothesized that the rate of livestock predation 

by snow leopards changes with the physiological state of snow leopards and seasonal changes of the prey 

density. We are planning future research to evaluate this hypothesis as the next step.


